
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

て
等

の
報

告
事

項
が

あ
り

ま
し

た
。

 

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

が
徐

々
に

落
ち

着
き

を
見

せ
て

は
 

し
い

手
指

消
毒

方
法

で
感

染
対

策
を

し
 

な
が

ら
、

楽
し

い
講

座
に

し
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

 

た
。

 

来
年

も
お

楽
し

み
に

。
 

 

き
ま

し
た

。
 

そ
の

他
、

ま
ち

づ
く

り
ビ

ジ
ョ

ン
の

検
討

委
員

会
実

施

に
つ

い
て

、
神

杉
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
修

繕
に

つ
い

て
等

の
報

告
事

項
が

あ
り

ま
し

た
。

こ
と

が
大

事
で

あ
る

と
い

う
こ

と
で

し
 

た
。

今
年

度
の

わ
く

わ
く

講
座

は
全

 

６
回

の
開

催
で

す
が

、
今

回
習

っ
た

正
 

し
い

手
指

消
毒

方
法

で
感

染
対

策
を

し

普
段

合
わ

な
い

人
た

 

ち
と

笑
顔

で
親

睦
を

 

図
っ

て
お

ら
れ

ま
し

 

た
。

要
等

を
報

告
ま

し
た

今
後

は
各

地
区

か
ら

代
表

者

を
出

し
て

い
た

だ
き

、
早

期
に

実
行

委
員

会
を

立
ち

上

げ
、

実
施

内
容

を
決

め
て

い
く

こ
と

に
賛

成
し

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。

感
覚

の
予

防
方

法
で

は
な

か
な

か
感

染
を

 

防
ぐ

こ
と

は
難

し
い

こ
と

を
実

感
し

ま
 

し
た

。
最

後
は

体
力

維
持

に
も

努
め

る
 

こ
と

が
大

事
で

あ
る

と
い

う
こ

と
で

し

年
か

ら
は

ラ
ウ

ン
ド

回
ろ

う
や

ー
。

」
と

い
う

元
気

な

声
も

上
が

っ
て

い
ま

し
た

。
調

子
が

良
く

て
も

悪
く

て

も
、

東
部

地
区

の
 

普
段

合
わ

な
い

人
た

け
て

の
活

動
に

つ
い

て
協

議
し

て
い

た
だ

き
ま

し
た

又
、

令
和

４
年

６
月

に
神

杉
駅

が
開

設
百

周
年

を
迎

え

る
に

あ
た

り
、

神
杉

駅
開

設
百

周
年

祝
賀

記
念

事
業

の
概

要
等

を
報

告
し

ま
し

た
。

今
後

は
、

各
地

区
か

ら
代

表
者

感
染

予
防

方
法

詳
学

び
実

際
に

自
分

の
手

に
つ

い
た

汚
れ

を
ハ

ン
ド

チ
エ

ッ
カ

ー
で

確
認

し
、

今
ま

で
の

間
違

っ
た

感
覚

の
予

防
方

法
で

は
な

か
な

か
感

染
を

表
彰

状
豪

華
賞

品
を

い
た

だ
か

れ
ま

し
た

 

 
今

回
は

８
ホ

ー
ル

２
ラ

ウ
ン

ド
制

（

１６ホ
ー

ル
）

で
し

た
が

、
選

手
の

皆
さ

ん
か

ら
は

、
「

物
足

り
ん

け
ぇ

、
来

年
か

ら
は

３
ラ

ウ
ン

ド
回

ろ
う

や
ー

。
」

と
い

う
元

気
な

           

感
染

症
対

策
取

り
な

が
ら

自
治

連
活

動
が

再
開

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

自
治

会
長

さ
ん

に
は

、
前

期
の

振
り

返
り

と
後

期
に

向

け
て

の
活

動
に

つ
い

て
協

議
し

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。

上
げ

て
い

た
だ

き
続

い
て

三
次

市
健

康

推
進

課
さ

ん
の

「
防

ご
う

！
感

染
症

」
の

テ
ー

マ
で

、
感

染
症

基
礎

知
識

、
正

し
い

感
染

予
防

方
法

を
詳

し
く

学
び

、
実

際
に

人
の

部
で

優
勝

さ
れ

表
彰

状
豪

華
賞

品
を

団
体

の

部
で

は
、

神
杉

Bチ
ー

ム
（

曲
田

昌
佳

さ
ん

 
世
戸
秀
雄

さ
ん

 
藤
川

勝
美

さ
ん

 
横
山

健
吾

さ
ん

）
が
第

３
位

で

表
彰

状
と

、
豪

華
賞

品
を

い
た

だ
か

れ
ま

し
た

。

 

伴
様

行
事

中
止

さ
れ

自
治

連
活

動
思

う
よ

う
に

進
み

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

後
期

が
始

ま
る

に
合

わ
せ

て
長

か
っ

た
緊
急

事
態
宣
言

が
解
除

さ
れ

、
引

き
続

き
感

染
症

対
策

を
取

り
な

が
ら

自
治

連
活

動
が

再
開

さ
れ

初
行

事

２６名
受

講
者

年
遅

れ

１０

月

２５日
に

開
催

し
ま

し
た

。
当
日

は
、

開
講
式

を
神

杉
小

学
校
５
・

６
年
生

に
よ

る
校
歌

を
鼓
笛
隊
演
奏

で
盛

り
 

 
 

 
 

 
上

げ
て

い
た

だ
き

、
続

い
て

三
次

市
健

康

た
び

に
あ

ち
こ

ち
で
歓

声
上

用
意

し
て

い
た
数

以
上

の
ホ

ー
ル
イ

ン
ワ

ン
賞

が
出

ま
し

た
。

 

 
競
技

の
結
果

、
神

杉

Aチ
ー

ム
の
福
島
義
彦

さ
ん

が
個

人
の

部
で

優
勝

さ
れ

、
表

彰
状

と
豪

華
賞

品
を

、
団

体
の

名
自

治
会

長
出
席

自
治

会

長
会

議
を

開
き

ま
し

た
。

 

令
和

３
年

度
前

期
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
拡

大
防
止

に
伴

い
様

々
な

行
事

が
中
止

さ
れ

、
自

治
連

の
活

動
も

思

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症
拡

大
防
止

の
観
点

か
ら
昨

年
度

は

休
講

し
て

い
た

神
杉

わ
く

わ
く

講
座

で
す

が
、

後
期

の
最

初
の

行
事

と
し

て
、

２６名
の
受

講
者

で
半

年
遅

れ
て

、

１０

吹
飛
ぶ
ほ
ど

来
賓

の
福
岡

三
次

市
長

の
始
球
式
⁉

で
始

ま
り

、
熱
戦

の
火
ぶ

た
が
切

ら
れ

ま
し

た
。

ホ
ー

ル
イ

ン
ワ

ン
が

出
る

た
び

に
あ

ち
こ

ち
で
歓

声
が

上
が

り
、
用
意

し
て

い
た
数

神
杉

地
区

自
治

会
連

合
会

（
有

田
雅

 

俊
会

長
）

は
、

１０月

２８日
（
木

）
２０ 

名
の

自
治

会
長

出
席

の
も

と
、

自
治

会
 

業
取

組
ん

で
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

 
 

  お
待

た
せ

し
ま

し
た

 

神
杉

わ
く

わ
く

講
座

の
開

講
で

す
 

冷
込

み
開

会
式

時
に

な
っ

て
も
太

陽
の
光

は
望

め
な

い
寒

さ
で

し
た

が
、

選
手

 

の
皆

さ
ん

の
や

る
気
満

々
の
熱

気
で
寒

さ
も

 

吹
き
飛
ぶ
ほ
ど

で
し

た
。

 

自
治

会
長

会
議

を
開

催
 

い
ま

す
が

、
ま

だ
ま

だ
油
断

す
る

こ
と

な
く

、
残

り
の

事

業
に

取
り
組

ん
で

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

ラ
ン

ド
田
幸

で
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
 

 
爽

や
か

な
・
・

と
は

い
え
朝

は
し

っ
か

り
 

冷
え
込

み
、

開
会
式

の
時

間
に

な
っ

て
も
太

 

自
治

連
だ

よ
り

 
神杉

神 杉 地 区
自治会連合
TEL  66 －
2021/11/10 発
10月末(前月
人口 1,510(－
世帯 601(－

ホームページ

kamisugi@m-city

大
会

で
見

事
な

成
績

！
 

 

１０月

２１日
爽

や
か

な
秋
晴

れ
の

も
と

、
第

１２回
東

部
地

区
高
齢

者
親
善
グ

ラ
ウ

ン
ド
ゴ

ル
フ

大
会

が
、

い
き

い
き

自
治

連
だ

よ
り

神杉 

区 
会連合会 

1323 
発行 

前月比) 
－5) 

－1) 

ムページ

city.jp 

東
部

地
区

高
齢

者
親

善
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
 



  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公衆

う

  

3 区 
尾

首
山

憩
い

の
森

秋
の

イ
ベ

ン
は

 

今
年

度
も

中
止

し
ま

す
 

 

衆衛生・生

芋面川・岩

芋面川は３

うに十分お気

 発注者：

期 間：

 足利さん宅裏

3区 内藤
行

動
が

で
き

る
よ

う
、
災
害

を
想
定

し
て

行
う
訓

練
に
積
極
的

に
参
加

し
ま

し
ょ

う
。

 

尾
首

山
憩

い
の

森
秋

の
イ

ベ
ン

ト
は

、

生活安全

面川・岩倉川の災害

面川は３カ所・岩倉

気を付けくだ

発注者：広島県北部

間：令和３年７

さん宅裏 

内藤さん宅裏 

2 区 寺

の
も

の
は

防
げ

な
い

た
め

、
私

た
ち

 

は
自

分
の
命

は
自

分
で
守

ら
な

く
て

 

は
な

り
ま

せ
ん

。
災
害
時

に
適
切

な
 

行
動

が
で

き
る
よ

う
、
災
害

を
想
定

し
て

行
う
訓

お
互

い
啓
蒙

し
あ

い
な

が
ら
ク
リ

ー
ン

な
環
境

を
整

え

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

 

 

全部会から

川の災害復旧工事（

所・岩倉川は１カ所

付けください。 

島県北部建設事務所

和３年７月１２日～

寺田さん宅裏 

ほ
ど

の
被
害

が
起

き
て

い
ま

す
。

 

何
と

し
て

も
被
害

を
抑

え
た

い
と

 

こ
ろ

で
す

が
、

自
然
災
害

の
発
生

そ
 

の
も

の
は

防
げ

な
い

た
め

、
私

た
ち

５
号

で
は
廃
棄

物
を
捨

て
た

者
を

、
５

年
以
下

の
懲
役
若

し
く

は
１
０
０
０
万
円
以
下

の
罰
金

に
処

し
、

又
は

こ
れ

を
併
科

す
る

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

らお知らせ

旧工事（護岸整備）

は１カ所の工事とな

設事務所   受注

１２日～令和４年３

 

神
杉

自
主

防
災
訓
練

を
行

い
ま

す
。

 

大
き

な
地
震
・
台
風

な
ど

の
災
害

は
珍

し
く

な

く
な

り
、

た
び

た
び
死
傷

者
が

出
る

 

ほ
ど

の
被
害

が
起

き
て

い
ま

す
。

防
止
ネ

ッ
ト

を
市

の
方

で
張

っ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

 

廃
棄

物
処
理

法
６
条

で
は

、
何

人
も

、
み

だ
り

に
廃
棄

物
を
捨

て
て

は
な

ら
な

い
。

ま
た

、
同

法
２
５
条
１

項
１

せ 

岸整備）を行いま

工事となります。

受注者：（有

和４年３月１２日

自
主

防
災

訓
練

に
つ

い
て

 
 

１２月

１２日
（
日

）
、

 

神
杉

自
主

防
災
訓
練

を
行

い
ま

す
。

え
ら

れ
な

い
状
況

で
し

た
。
昨

年
度

は
、
不

法
投
棄

防
止

監
視

カ
メ

ラ
も

設
置

し
ま

し
た

が
、

な
か

な
か
不

法
投
棄

は
後

を
絶

た
ず

、
こ

の
度

こ
の
場
所

に
不

法
投
棄
・
廃
棄

行います。 

ます。工事車両の

：（有）川地クラ

 

４区 池田

っ
て

い
ま

す
。
 

お
問

合
せ

 
神

杉
自

治
会
館

 
 

６
６
 
-
 １

３
２

３
 

４
区

の
方

も
大
勢
参
加

し
て

い
た

だ
き

、
ゴ

ミ
袋

で
約

４０

袋
も

の
ゴ

ミ
を

回
収

し
ま

し
た

。
中

に
は

ホ
イ

ー
ル
付

き

の
タ
イ
ヤ

や
、
鉄
製

の
シ
ャ
フ
ト

等
が

あ
り
常

識
で

は
考

車両の出入り等周

地クラウド   

池田さん宅下 

増
進

と
地
域

の
皆

さ
ん

と
の
交
流

の
機

会
と

し

て
、

ご
家
族

ご
近
所

お
誘

い
あ

わ
せ

て
ご
参
加

く

だ
さ

い
。
二
本
松
牧
場

の
か

わ
い

い
牛

た
ち

も
待

通
常

行
っ

て
い

る
農
免
道

の
ゴ

ミ
拾

い
と

、
今

回
は

４

区
（
岩
倉
池

か
ら

４
区

に
入

っ
た
所

）
の
不

法
投
棄

が
多

く
み

ら
れ

る
と

こ
ろ

の
ゴ

ミ
を

回
収

し
ま

し
た

。
当
日

は

入り等周辺の皆様、

 

 空
き
缶

や
ご

み
拾

い
を

し
な

が
ら
二
本
松

子
ど

も
広
場
へ
歩

い
て

行
き

、
小
運

動
や
ゲ

ー
ム

を
し

て
楽

し
い
時

間
を
過

ご
し

ま
し
ょ

う
。

健
康

維
持

１０月
１０日

 
日
曜
日

、
公
衆
衛
生

推
進

協
議

会
は

地
区

内
一
斉
清
掃

を
行

い
ま

し
た

。
 

の皆様、事故のない

１１月

２１日
（
日

）
 

午
前

８
時

３０分
か

ら
、

今
年

も
 

歩
こ

う
会
運

動
の

つ
ど

い
を

開
催

し
ま

す
。
 
 
 
 

不
法

投
棄

は
れ

っ
き

と
し

た
犯

罪
で

す
！

 

故のないよ

歩
こ

う
会

運
動

の
つ

ど
い

の
開

催
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【か

【み

【す

【ぎ

安

を

果

ん

業

か】神杉の歴史と

歴史的資源の活用と

綺麗な

省エ

み】みんなの個性が光る

元気で

す】住んでよかっ

お

ぎ】気軽に集いふれあ

若者をはじめ誰も

神杉地区自

安心して子育

を目指し、神

平成 26 年に

果や課題を模

んによる神杉

特に【す】

業の展開と、

今年度は、

皆さんも考

特に定住に

神杉の歴史と自然にふれあ

歴史的資源の活用と

四季感あ

綺麗なまち，安心な

省エネルギー・資源リ

なの個性が光るまち【文化・ス

地域自慢・郷土芸能の掘り

生涯学習の場と

元気で明るい高齢者の住む

住民皆ス

でよかった笑顔あふれる

お互いを尊重し，

みんなの顔が見え

希望あ

高齢者支援ネ

気軽に集いふれあうまち

誰もが気軽にふれあ

「地域の力」で

各種情報を地域の内外に

世代間交流の機会と

若者をはじめ誰もが参加しやす

拠点施設（公共施設）の整備

杉地区自治会連合会

して子育てができる

指し、神杉の未来を

年には、時代の

課題を模索して住み

よる神杉まちづくり

に【す】住んでよか

展開と、定住のまち

年度は、検討委員を

さんも考えてみてく

に定住につながるご

自然にふれあうまち【歴史・環境

歴史的資源の活用と伝統行事の継承

四季感あふれるま

まち，安心な環境づくり

ルギー・資源リサイクルの推進

文化・スポーツ

地域自慢・郷土芸能の掘り

生涯学習の場と機会の設定

明るい高齢者の住むま

住民皆スポーツ活動の推進

笑顔あふれるまち

を尊重し，認め合えるま

みんなの顔が見えるま

希望あふれる農業の展開

定住のま

安心・安全なま

高齢者支援ネットワーク

が気軽にふれあえる場所づ

「地域の力」で支え

各種情報を地域の内外に発信す

世代間交流の機会と

が参加しやすい自治活動の推進

拠点施設（公共施設）の整備

神杉ま

会連合会では、平成

ができるまち、若者

の未来を見据えた神

時代の変遷や社会

して住みよいまちづ

ちづくりビジョンの

んでよかった笑顔あ

住のまちづくりの２

討委員を選出し、定

てみてください。 

ながるご意見をお待

0.00

歴史・環境】

伝統行事の継承

ふれるまちづくり

環境づくりの推進

サイクルの推進

文化・スポーツ・健康】

地域自慢・郷土芸能の掘り起し

生涯学習の場と機会の設定

高齢者の住むまちづくり

ーツ活動の推進

合えるまちづくり

の顔が見えるまちづくり

ふれる農業の展開

定住のまちづくり

安心・安全なまちづくり

ットワークの充実

える場所づくり

「地域の力」で支えあい

地域の内外に発信する

世代間交流の機会と場づくり

自治活動の推進

拠点施設（公共施設）の整備

神杉まちづく

は、平成 18 年に「

ち、若者が希望のも

据えた神杉まちづく

遷や社会情勢の変

いまちづくりに向け

ジョンの検証評価を

た笑顔あふれるまち

の２項目が低い

出し、定住化へ向け

見をお待ちしており

0.50 1.00

神杉まちづくりビジョン

「自分たちの

希望のもてるまち、

まちづくりビジョン

勢の変化に伴いビ

りに向けて進んでい

証評価をお願いした

れるまちの評価が低

目が低い評価となっ

化へ向けて議論を重

しております。 

1.50 2.00

りビジョン検証結果

たちのまちは自分

るまち、高齢者がい

ビジョンを策定しま

に伴いビジョンの見

進んでいます。下記

願いした結果です。

評価が低くなってい

価となっています。

議論を重ねていく予

2.9

2.4

2.5

2.50 3.00

検証結果

ちは自分たちでつく

齢者がいきいきとし

策定しました。 

ョンの見直しを行い

下記のグラフは

果です。（５段階評

なっています。その

います。 

いく予定です。 

3.55

3.4

3.6

3.1

3.73

3.5

3.1

3.18

9

3.8

3.8

3.8

3.76

3.6

3.3

3.7

3.5

3.50 4.00

ちでつくる」の理念

いきとして暮らせ

行い、これまで

グラフは、昨年度

５段階評価） 

す。その中で、希

 

4.0

4.1

4.2

6

4.1

4.5

0 4.50 5.00

の理念に基づき、

暮らせるまちづく

これまでの活動の成

昨年度、自治会長

で、希望あふれる

0

ちづくり

活動の成

治会長さ

ふれる農
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これ

寒く

火の

まし

１月 

日（木）大正

日（金）民児

日（土）ブレ

日（月）神杉

日（火）舞踊

日（水）書道

日（木）パソ

日（金）パッ

日（土）ブレ

日（日）歩こ

      グラ

日（月）社交

日（水）書道

日（木）絵手

日（金）生花

日（土）給食

日（月）社交

日（火）舞踊

講

お
見

舞
い
に

柿
の

絵
手
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祈
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込
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影
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テ
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秋季全国火災

予防週

月 9 日～1

これからますま

寒くなります。

火の用心を心掛

ましょう。 

大正琴 どんぐ

民児協神杉班ケ

ブレイクダンス

神杉わくわく講

舞踊 三味線 

書道 

パソコン 俳句

パッチワーク 

ブレイクダンス

歩こう会運動の

グラウンドゴル

社交ダンス 

書道 東部地区

絵手紙 まちづ

花 

給食サービス 

社交ダンス 

火）舞踊 三味線 

講座・行事

せ
せ

ら
ぎ
に

ひ
ら

ひ
ら

ひ
ら

と
川

と
ん

ぼ
 

中
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博

文
 

道
路

沿
い
す

す
き

の
風

に
な

び
く

景
 

 
 

加
藤

 
茂

夫
 

全国火災 

予防週間 

15 日 

らますます 

ります。 

心を心掛け 

ぐり会 自主

ケア会議 

クダンス 

くわく講座市外研修

 ビジョン検

俳句 三役会議

 

ス 

会運動のつどい 

ンドゴルフ月例会 

部地区会長会議 

まちづくりトーク 

 

 

行事予定 

山
脈
句
会
（
十
月
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に
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上
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ま

す
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主防災理事会

市外研修 社交ダン

ジョン検討委員会 

会議 

 

 自主防災会

 

パッチ

日 時：

場 所：

会 費：

パッ

法です

おられ

の作品

って使

初心

講座
《
寄

 
付
》
 

三
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三
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パッチワーク 

時：毎月第１・

所：神杉自治会

費：月額 500

パッチワークは

です。季節に合

おられます。生地

作品を作る事が

使う楽しさを

心者の方も裁

講座紹介 
難
の
中
に
も
世
の
中
が
楽
し
み
の
あ

る
も
の
を
と
、
願
っ
て
い
る
。
  新
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 《
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付
》

２月 

日（水）書道

日（木）パソ

日（金）パッ

日（土）ブレ

日（日）一斉

日（月）社交

日（火）舞踊

日（水）パン

日（木）どん

１・３金曜日 

杉自治会館 

円 

は小さな布片

に合わせて小物

す。生地によって雰

る事ができます。

しさを、ぜひ味わ

裁縫道具さえ

新
政
権
が
発
足
し
、
広
島
か
ら
首

相
の
誕
生
と
、
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ

ー
は
三
次
の
方
。
若
鯉
の
活
躍
が
楽

し
み
な
よ
う
に
、
新
政
権
で
は
、
困

難
の
中
に
も
世
の
中
が
楽
し
み
の
あ

《
香
典

返
し
》
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パソコン 

パッチワーク 

ブレイクダンス

一斉清掃 花い

社交ダンス 

 三味線 

教室 

ぐり会 

 13：30～

布片を継ぎ合わ

小物から雑貨な

雰囲気が全く

世界で一つ

ぜひ味わってみてく

さえあれば大丈

ロ
ナ
禍
の
観
戦
は
、
席
を
空
け
ゆ
っ

た
り
感
が
あ
っ
た
が
、
元
に
戻
る
と

窮
屈
感
で
ぞ
っ
と
す
る
。
し
か
し
こ

れ
は
コ
ロ
ナ
を
克
服
し
た
証
。
 

新
政
権
が
発
足
し
、
広
島
か
ら
首

令
和

三
年

十
月
一
日

か
ら

月
末

ま
で

に

次
の

方
々

か
ら

ご
寄
付

が
寄

せ
ら

れ
ま

し
た

。
 

 

《
香
典

返
し
》

クダンス 

いっぱい運動

～15：00 

わせて大きな

など色々な作

く変わるので

つだけのお気

てみてください！ 

丈夫。見学も

の
だ
っ
た
。
今
年
一
年
も
相
変
わ
ら

ず
コ
ロ
ナ
禍
で
閉
塞
感
か
ら
脱
皮
で

き
な
か
っ
た
が
、
何
回
か
ス
タ
ジ
ア

ム
で
カ
ー
プ
観
戦
を
楽
し
ん
だ
。
コ

ロ
ナ
禍
の
観
戦
は
、
席
を
空
け
ゆ
っ
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杉
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福
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令
和

三
年

十
月
一
日

か
ら
同

月
末
日

ま
で

に
、

動 

愛
の

灯
 

て大きな布を作る手

作品を作って

るので、自分好み

けのお気に入りを作

 

も可能です。

を
め
く
る
。
今
年
も
後
２
枚
と
な
っ

た
。
一
年
前
を
思
い
出
す
と

１２枚
く

く
り
の
カ
ー
プ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て

楽
し
み
と
わ
く
わ
く
感
で
憂
い
た
も

の
だ
っ
た
。
今
年
一
年
も
相
変
わ
ら
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